
川崎市中央卸売市場北部市場

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2019年数量 2,292 2,444 4,231 2,655 2,926 2,324 3,317 3,507 3,939 2,392 2,563 4,266

2020年数量 2,535 2,597 4,099 2,014 2,362 2,276 2,938 3,317 3,254

2019年平均単価 65 57 62 56 64 52 52 63 65 63 64 70

2020年平均単価 66 58 58 46 59 57 59 61 66
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平均単価（円/本）取扱数量（千本） 【切花】

・・・市況の概況・・・
９月の出荷は前進傾向で始まり、彼岸明けから減少に転じ、入荷量は減少しました。

平均単価は前年並みで推移しました。

・・・主要品目の市況の概況・・・
キクは、愛知県・長野県が主要産地です。前進傾向で彼岸前に出荷が終了した産地もあり、入荷量は減少しました。

平均単価はやや高く推移しました。

バラは、群馬県・愛知県・岡山県が主要産地です。夏の高温により作柄が悪く、輸入品もコロナ禍の影響で入荷が

減少したため、入荷量はかなり減少しました。 平均単価はやや安く推移しました。

カーネーションは、長野県・北海道が主要産地です。夏の高温の影響により作柄が悪く、輸入品もコロナ禍の影響

で入荷が減少したため、入荷量はやや減少しました。 平均単価はやや安く推移しました。

鉄砲ユリは、福島県・千葉県が主要産地です。作柄が良く、作付け減で入荷量はかなり減少しました。

平均単価は高く推移しました。

リンドウは、岩手県・山形県・長野県が主要産地です。品質、色共にバランスが良好で作柄が良く、入荷量は前年

並みで推移しました。 平均単価は前年並みで推移しました。

令和２年(2020年)９月 花き部 種類別市況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2019年数量 106 102 166 220 250 170 113 67 107 168 218 166

2020年数量 93 109 139 203 247 211 89 51 100

2019年平均単価 172 195 177 170 163 129 187 167 225 163 177 317

2020年平均単価 195 185 190 148 142 156 202 228 185
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平均単価(円/鉢）取扱数量（千鉢）
【鉢物】

・・・市況の概況・・・

夏の高温の影響を受けた品種もあり、全体的に入荷量はやや減少しました。

平均単価は安く推移しました。

・・・主要品目の市況の概況・・・

カニ葉サボテンは、愛知県・岐阜県が主要産地です。作柄が悪く、入荷量はかなり減少しました。

平均単価はやや安く推移しました。


